
資
　
料
　
紹
　
介

『
天
保
九
年

正
風
俳
諧
連
歌
宗
匠
伝
授
状
』

Ｉ
Ｉ
Ｉ
鍼
　
刻
Ｉ
Ｉ
－

　
昭
和
四
十
九
年
七
月
十
八
日
の
大
分
合
同
新
聞
紙
上
に
「
夏
越
大
祭

（
宇
佐
神
宮
）
に
花
そ
え
る
『
俳
句
灯
龍
』
復
活
」
の
記
事
が
載
っ
て

い
る
。
そ
の
記
事
の
中
に

宇
佐
地
方
は
宇
佐
神
宮
と
朝
廷
の
関
係
か
ら
京
都
と
の
交
流
が
深
く

和
歌
や
俳
句
が
盛
ん
で
宇
佐
神
宮
の
夏
越
大
祭
に
は
必
ず
「
俳
句
灯

聶
」
が
奉
納
さ
れ
、
万
灯
龍
と
共
に
夏
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
た
。

井
本
さ
ん
の
家
は
代
々
俳
句
を
た
し
な
ん
で
お
り
、
先
祖
の
井
本
嘉

右
衛
門
さ
ん
が
天
保
九
年
八
月
六
日
、
俳
句
の
宗
家
八
千
房
桃
堂
か

ら
宗
匠
と
し
て
五
世
雅
睦
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
秘
伝
書
な
ど

古
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

と
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
先
日
、
大
分
県
宇
佐
市
南
宇
佐
の
井
本
哲
一
さ

倉
　
　
田

紘
　
　
文

ん
を
尋
ね
て
、
そ
の
秘
伝
書
を
見
せ
て
戴
い
た
。

　
同
宗
匠
伝
授
状
は
、
縦
一
七
セ
ン
チ
、
長
さ
二
五
六
セ
ン
チ
で
あ
り
、
　
2
0

「
花
本
八
千
厨
口
年
伝
授
状
」
と
書
か
れ
た
巻
物
仕
立
て
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
五
年
に
執
筆
さ
れ
た
正
岡
子
規
の
『
頻
祭
書
屋
俳
話
』
に

自
ら
見
識
も
無
き
批
評
眼
も
無
き
俗
宗
匠
輩
は
、
自
己
の
標
準
な
き
を

以
て
古
人
の
所
説
に
す
が
り

と
、
宗
匠
な
る
も
の
を
軽
視
し
、
三
年
後
の
明
治
二
十
八
年
に
執
筆
さ
れ

た
「
俳
諧
大
要
」
に
は

天
保
以
後
の
句
は
概
ね
卑
俗
陳
腐
に
し
て
見
る
に
堪
へ
ず
。
称
し
て
月



　
並
調
と
い
ふ
。

と
書
い
て
い
る
。

こ
の
宗
匠
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
江
戸
末
期
の
俳
諧
の
俗
調
に
つ

い
て
、
尾
形
物
氏
は
「
月
並
俳
諧
の
実
態
日
」
（
「
俳
句
」
昭
和
五
十
年

四
月
号
、
角
川
書
店
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

今
日
、
月
並
俳
諧
と
い
え
ば
、
俳
人
た
ち
か
ら
最
も
唾
棄
す
べ
き
も

の
と
さ
れ
、
。
月
並
〃
の
語
は
、
低
俗
陳
腐
の
代
名
詞
に
さ
え
な
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
耳
慣
れ
た
月
並
俳
諧
で
は
あ
る
が
、
さ
て
今

改
め
て
そ
の
再
検
討
の
た
め
に
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
実
態
の
も
の

で
あ
っ
た
か
を
知
ろ
う
と
し
て
も
、
俳
諧
辞
典
や
俳
句
講
座
の
た
ぐ

い
か
ら
適
切
な
解
答
を
求
め
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
改
造
社
版
の

　
「
俳
句
講
座
」
お
よ
び
「
続
俳
句
講
座
」
に
は
、
月
並
を
論
じ
た
五

本
の
論
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
、
月
並
の
陳
腐

に
し
て
排
斥
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
く
の
み
で
、
天
保
期
の

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
態
の
も
と
に
生
産
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て

の
具
体
的
記
述
を
欠
ぐ
。

と
あ
る
。

　
こ
こ
に
こ
の
天
保
九
年
の
俳
諧
宗
匠
伝
授
状
の
鍼
刻
が
、
そ
の
謎
を

解
く
わ
ず
か
な
手
が
か
り
と
な
り
得
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

W

21



花
本
八
千
房
□
年
博
授
状

ふ
応
い
い
四
海
蚤
舷
俤
・
ぬ
ん

啓
浅
士
粧
ぬ
肩
了
ふ
て

を
砂
洸
・
与
や

ぅ
弥
赤
ご
匹
丿
犬
ル

浹
カ
｀
泣
。

　
　
　
　
　
　
　
〔
ご

皿

よ

す妁

濠
よ
≒

ｍ
に
犬

正
風
俳

（
雅
睦
え
）

諧
連
歌
依
執
心
情
授
候
。

　
　
二
條
家
御
殿

雖
埓
親
子
不
可
在
他
見
者
也
。

俳
　
諧
　
花
　
本

　
　
　
　
　
　
八
　
千

五
　
世

」
作

□

改
（
花
　
押
）

雅
　
睦
　
君
え
　
（
花
押
ノ
左
上
二
「
改
」
字
ア
リ
）
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す
迪

ｔ
４
４
λ
Ｊ
す
ぶ
乙
…
t
"
9
‘
'

j
;
k
Je
4
y
4
1
泳
Ｖ
乞
薗
悦

４
オ
ｔ
９
金
甲
泌
士

粍
乍
ふ
な
七
万
ぃ

皆
埠
よ
帚
ケ
綸
這

灸
け
ブ
証
岩
布
ぼ
も

遜
り
ほ
か
］
ｙ
ふ
レ
ヅ
ー
乙
ヽ

斗
ダ
ケ
サ
ノ
ず
言

尨
よ
刄
で
ぐ
、
？
了
扁
庖
呼
ｊ
Ｉ
‘

〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
略

　
元
録
年
中
よ
り
今
天
保
に
至
迄
四
世
相
続
、
去
る
文
化
年
中
よ
り
于

今
中
絶
の
処
、
執
心
の
輩
是
あ
ら
は
博
授
し
、
五
世
雅
睦
相
続
可
致
、

右
相
続
巻
、
丹
後
国
出
石
村
に
し
て
焼
失
、
今
般
相
改
候
処
相
違
無
之

の
條
、
知
性
。

　
　
　
―
―
－
―
－
－
―
－
―
－
－
―
―
Ｉ
Ｉ
！
―
―
－
１
１
１
１
１
１
－
－
－

　
　
　
（
継
目
朱
角
印
三
顧
ア
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
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9
{
¥
D
{
P

　
挑
か
、
、
、
石
な
ぐ
り
よ
ム
万
妓

与
太
ぶ
之
漆
よ
ダ
打
ズ

分
ぽ
鎧
ｊ
‘
ざ
吃
ぷ
高
知

プ
映
よ
窄
ゴ
ヤ
ク
今

／
ゐ
苓
ド
４
今
幻
フ
か

　
　
、
ｉ
ｔ
巴
か
こ
で
す
ー

９
Ｐ
痛
手
・
わ
肩
ご
っ
こ
フ
匈

　
ザ
才
ｌ
了
ス
ャ
ク
々
了
こ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
侍

　
　
こ
芹
汗
こ
ャ
く
万
ノ
？
圭

　
　
　
馬
昂
ト
勺
三
系
フ
汝
ザ
七

λ
エ
ー
凪
頴
≒
メ
Ｊ
盛
岬
工
犬

　
心
太
斗
㈹
よ
ょ
ア
レ
ぶ
拓
７
？
ｌ
ｌ

〃

一
其
元
近
国
近
郷
え
執
心
の
輩
有
之
は
、
取
次
を
以
早
速
可
申
出
、
猶

　
又
無
傅
授
し
て
宗
匠
杯
可
致
も
の
有
之
候
は
　
、
其
元
よ
り
急
度
差

　
留
可
申
出
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
宗
匠
心
得
の
事

一
平
仄
不
相
調
句
に
不
可
致
押
花
。
平
仄
心
得
左
に
記
。

　
　
口
博

一
平
仄
調
た
り
と
も
句
意
不
調
の
句
に
不
可
致
押
花
。

一
平
仄
調
た
り
と
も
賦
に
不
叶
杯
核
に
不
可
致
出
事
。
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こ
ゆ
？
・
り
で
う
ジ

ー
小
叱
莉
ド
ー
ー
ふ
ご
4
J’
寸
４
‾

沓
叩
よ
妬
八
百
回
礼

几
亦
１
つ
μ
こ
八
万
陽
こ

　
ム
乃
‘
谷
心
～
／
ぱ
ユ
ー
ツ
？
ぐ
Ｊ
列

　
ぶ
埋
当
ノ
七
尾
よ
マ
ノ
い
恚
フ
ー
’

一
⑤
で
う
ザ
爪
づ
句
犬
こ

　
√
／
？
‰
ブ
ソ
～
ム
イ
冲
う
１
１
・

　
フ

　
浪
詣

沓
ｙ
叛
丿
元
雅
考
住

祷
雌
聯
逡
よ
争

娑
ｙ
。
干
訃
よ
づ

大

一
賦
も
の
五
句
。

（
４
）

一
小
賦
も
の
三
十
鮮
。

　
　
　
　
　
　
　
　
賦
も
の
心
得
の
事
左
に
記
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
博

一
賦
も
の
平
仄
相
調
其
上
句
意
だ
け
宜
敷
句
秀
逸
に
可
出
来
事
。

　
　
―
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ
‐
―
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
－
－
―

　
（
継
目
朱
角
印
三
顧
ア
リ
　
　
　
　
　
）

一
献
も
の
平
仄
相
調
其
上
よ
く
働
あ
る
句
袖
に
可
出
来
。

要
　
　
語

影
毫
ｔ
軋
‰
附
置
、
語
£
ず
事
柘
ぞ
語
句
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宛
刑
賢
く
冶
ツ
／
ひ
奎
？
大
円
足
マ

瓶
き
ｉ
ｌ
今
次
季
語
で
　
　
。

如
斯

翁
の
演
給
ひ
常
に
門
人
に
し
め
し
給
ふ
要
語
也
。

　
（
Ｏ
Ｃ
ノ
符
号
ハ
朱
書
ナ
リ
）

ヂ
暫



に

み

矢
石

　
工
‥
ト
押
Ｉ

　
ヘ
　
　
ベ

タ
ー
ー
ｒ
り

　
ヽ
―
　
　
｀

ｑ
ノ
ッ
ケ

　
へ
　
　
ふ

ｆ
／
ヽ
フ

･ヘ

レ

ｊゝ･き

り

ヽ
目
ノ
し
り
ご
ノ
　
r
'
1

ｊ

／～

^へ

｝
　
谷
元
々
貼
付
ｊ
ｙ
／
ｚ
手
込

　
告
Ｉ
マ
ィ
こ
ヤ
こ
列
才
べ
き
ふ
「

て
孔
Λ
ｘ
乏
以
ぐ
バ
ダ
λ
ｙ
き
７
ｙ

　
Ａ
ド
、
ｉ
よ
り
Ｉ
ｌ
Ｔ
、
Ｑ
ノ

で
勺
堕
省
？
を
万
作
昌
、
ｌ
ｙ

　
４
に
力
と
か
ツ
？
ヤ
句
ｊ
ｉ
９
ノ

　
ｰ
＆
A
.
j
x
l
f

1
7
al
“
～
a
’
“
　
￥
2
‐
s
j
s

て
府
ぶ
才
知
‐
～
寸
言
リ
ド

１

１

大

　
　
　
附
　
句

　
　
　
　
　
六
鉢

（
△
ノ
符
号
ハ
朱
書
ナ
リ
）

ヒ△

鋲

リ△一

継:

目iク△
　
△
　
　
△
　
△

ラ
ヘ
　
ヒ
ツ
ハ
リ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１

朱
角
印
三
顧
ア
リ
　
　
　
　
）

ク△
リ

ツ△

ケ

ウ△

ン
△
　
　
△
　
△

タ
ン
　
ョ
リ
ヘ

　
　
　
　
　
掟

一
会
席
封
限
の
時
は
急
進
寄
り
て
坐
列
す
へ
き
事
。

一
指
た
る
用
も
な
き
事
に
節
々
不
可
立
席
事
。

コ
司
を
高
声
に
詠
吟
し
雑
談
致
間
鋪
事
。

一
扇
子
を
な
ら
す
ま
し
き
事
。
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こ
ぬ
吟
々
八
口
仏
寺
泉
今
ハ

　
い
う
長
ｙ
入
て

ｔ
訟
ツ
冷
’
４
φ
ぺ
よ
？
芯
ハ
ス
Ｔ

　
う
ク
メ
ナ
ブ
ｙ
マ
Ｔ
回

　
ハ
ド
レ
ル
々
参
宍
ス
よ
Ｔ
Ｇ

　
９

９
ｚ
'
￥
榴
陽
’
玉
は
漕
洽
Ｔ

　
ｚ
ｙ
疋
Ｇ
ヽ
４
泳
り
ノ
つ
倚
ぐ
落
‘
１
Ｉ
Ｉ
‘
Ｉ

二
九
ヤ
喀
ｊ
～
ぷ
ふ
Ｌ
よ
町

　
凡
人
ｙ
ｙ
ふ
て
必
八
ル
ド

言
仁
心
ｙ
今
了
は
ち
疾

〃

一
い
ね
ふ
り
行
跡
を
見
た
す
間
敷
事
。

一
末
座
の
若
輩
差
合
を
く
り
高
聾
に
い
ふ
へ
か
ら
す
。
自
然
不
及
差
合

　
沙
汰
、
知
之
有
者
潜
に
隣
席
の
人
え
云
伝
へ
き
事
。

一
其
席
の
宗
匠
の
外
指
入
巳
下
不
可
争
論
事
。

一
初
心
の
人
不
可
致
句
敦
事
。
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て
莉
汀
了
４
乍
七
役
ノ
つ
う
陥

ヽ
ｊ
４
‐
‐
‐
っ
z
lr
4
～
‘
5
4
F
W
Ｔ
長
陽
ノ

今
回
－
汗
嘱
リ
い
」
了
・
公
へ

け
じ
じ
ド
’
Ｉ
Ｉ
Ｉ
’

　
！
Ｉ
Ｉ
‘
’
ｓ
ｌ

-C･4

訃
哨
慟
こ
噂
ム
フ
与
冷
了

又
二
ｙ
ｌ
／
げ
よ
ご
Ｉ
ｉ
‐
’
；
‘
―
！
”
‐

一
命
ま
唯
ｔ
了
他
ズ

く
ャ
フ

　
犬
寸
土
ソ
バ
貰
＼

水
行
参
入
ヽ

〃

一
我
付
た
る
句
に
次
句
不
附
う
ち
不
可
立
席
。

　
非
事
。

一
滴
坐
巳
前
不
可
立
席
帰
事
。

右
の
條
々
可
相
心
得
も
の
也
。

浪

併
不
叶
も
あ
ら
は
無
是

華八
　
千
　
房

天
保
九
年

　
　
八
月
　
吉
　
日

五
　
世

　
雅
睦
と
の
へ

　
　
　
　
　
　
（
朱
印
）

執
筆
□

29


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10

